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公益社団法人日本動物学会 2023年度事業報告 

 

1. 社員総会 

定時社員総会 

2023年 9月 8日（金）山形大学小白川キャンパス 基盤教育２号館 

【承認】第一号議案 2022年度公益社団法人日本動物学会事業報告 

【承認】第二号議案 2022年度決算（貸借対照表、損益計算書、及び財産目録） 

 

2. 学術集会の開催 

2023年 9月 7日（木）から 9日（土）まで、第 94回日本動物学会山形大会を、山形大学小白川キ

ャンパス（山形県山形市）で開催した。大会参加 824名、高校生発表参加 101名、動物学ひろば参

加 587名、一般公開シンポジウム参加 83名だった。会期中、本部企画シンポジウム（ナリシゲシン

ポジウム）5演題と公募シンポジウム 88演題（17企画）、関連集会 18演題（5企画）、口演 403演

題の発表があった。また、高校生研究発表は全国から参加した中高生による 63 演題の発表があり、

動物学ひろば 12企画、一般公開シンポジウム 4演題を行った。山形大会は新型コロナウイルス感染

の拡大以降、懇親会を含め原則対面で行う最初の大会となった。 

（公益 1） 

 

3. 学術誌の刊行 

Zoological Science（ZS）の刊行（40巻 4号～第 41巻 3号）。549頁。ZSの編集は、編集委員会委

員が行った。編集委員会は年 1回開催。 

Open Access ジャーナル Zoological Lettersを出版した。OA ジャーナルのため、巻号はない。2023

年度の出版論文数は 20論文である。 

（公益 1） 

 

4. Webによる広報活動の促進とニュースの発行 

web サイトを利用して、大学等研究機関による職員募集、科学者によるセミナー、シンポジウムの

開催通知、動物学研究トピックスなどを随時掲載した。ニュースを月 1回発行。 

 

5. データベース構築(ZooDiversity Web)  

論文検索・閲覧ウェブサイト ZooDiversity Web (ZDW) について、主にメール会議を行い、以下の問

題について審議・対応を行った。データベースや書誌情報の作成作業については嶋田会員に委託し、
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検索システムを担当するダイナックス社との折衝は学会事務局の永井氏が対応した。 

（公益 1） 

 

6. 研究の表彰 

・日本動物学会賞（公益 1） 

会員を対象とし、動物学研究に新たな知見をもたらした研究に授与。 

学会賞等選考委員会の審査と理事会の議を経て、日本動物学会賞の受賞者を決定した。 

【2023年度 受賞者 2名】 

・稲葉 一男（いなば かずお）（筑波大学下田臨海実験センター・教授） 

研究テーマ「繊毛の構造・運動調節・進化に関する研究」 

・堀 道雄（ほり みちお）（京都大学・名誉教授） 

研究テーマ「魚類を主とする水生動物の左右性と群集における動態」 

 

・日本動物学会奨励賞（公益 1） 

会員を対象とし、今後の動物学研究を推進することが期待される若手研究者に授与。 

学会賞等選考委員会の審査と理事会の議を経て、日本動物学会奨励賞の受賞者を決定した。 

【2023年度 受賞者 3名】 

・太田 茜（おおた あかね）（甲南大・理工学部・特任研究講師） 

研究テーマ「線虫の低温耐性における神経ホルモンを介した腸の代謝制御」 

・長谷部 政治（はせべ まさはる）（大阪大学大学院理学研究科・助教） 

研究テーマ「季節繁殖動物を用いた生殖の光周性制御の神経内分泌機構の研究」 

・吉田 真明（よしだ まさあき）（島根大学生物資源科学部・准教授） 

研究テーマ「ゲノム情報に基づく海洋無脊椎動物、特に頭足類の進化的新規性の研究」 

 

・Zoological Science Award（公益 1） 

本学会の会員・非会員および国籍を問わず、前年に出版された Zoological Science掲載論文の中か

ら、各分野において、優秀でインパクトのある論文の著者に授与。 

編集委員により審議で授与される。Zoological Science編集委員会による選考と理事会の議を経て、

Zoological Science Awardの受賞論文を決定した。 

【2023年度 受賞論文 6件】 

・Satellite Tracking of Migration Routes of the Eastern Buzzard (Buteo japonicus) in Japan through 

Sakhalin 

Naoya Hijikata, Noriyuki M. Yamaguchi, Emiko Hiraoka, Fumihito Nakayama, Kiyoshi Uchida, 

Ken-ichi Tokita, Hiroyoshi Higuchi  

Zoological Science 39 (2): 176-185 分野 Behavioral Biology 

・Phylogenetic Separation of Holotrichia  Species (Insecta, Coleoptera, Scarabaeidae) Exhibiting 

Circadian Rhythm and Circa‘bi’dian Rhythm 



3 / 28 

Sakiko Shiga, Yuzuru Omura, Yuta Kawasaki, Kohei Watanabe 

Zoological Science 39 (3): 227-235 分野 Behavioral Biology 

・Transcriptomes of Giant Sea Anemones from Okinawa as a Tool for Understanding Their 

Phylogeny and Symbiotic Relationships with Anemonefish 

Rio Kashimoto, Miyako Tanimoto, Saori Miura, Noriyuki Satoh, Vincent Laudet, Konstantin 

Khalturin  

Zoological Science 39 (4): 374-387 分野 Phylogeny 

・Osteoclastic and Osteoblastic Responses to Hypergravity and Microgravity: Analysis Using 

Goldfish Scales as a Bone Model 

Tatsuki Yamamoto, Mika Ikegame, Yukihiro Furusawa, Yoshiaki Tabuchi, Kaito Hatano, Kazuki 

Watanabe, Umi Kawago, Jun Hirayama, Sachiko Yano, Toshio Sekiguchi, Kei-ichiro Kitamura, 

Masato Endo, Arata Nagami, Hajime Matsubara, Yusuke Maruyama, Atsuhiko Hattori, Nobuo 

Suzuki 

Zoological Science 39 (4): 388-396 分野 Physiology 

・Phylogeny of g6pc1 Genes and Their Functional Divergence among Sarcopterygian Vertebrates: 

Implications for Thermoregulatory Strategies  

Genki Yamagishi, Min Kyun Park, Shinichi Miyagawa 

Zoological Science 39 (5): 419-430 分野 Diversity and Evolution  

・Dynamics of Laterality in the Cuttlefish Sepia recurvirostra through Interactions with Prey Prawns  

Nahid Sultana Lucky, Kristine Joy L. Tandang, Michelle B. Tumilba, Ryo Ihara, Kosaku Yamaoka, 

Masaki Yasugi, Michio Hori  

Zoological Science 39 (6): 545-553 分野 Ecology 

 

・日本動物学会女性研究者奨励 OM 賞（公益 1） 

本学会の会員・非会員を問わず、安定した身分で研究を続けることが困難であるが、強い意志と高

い志を持って研究に意欲的に取り組もうとする女性研究者に授与。 

OM 賞選考委員会の審査と理事会の議を経て、日本動物学会女性研究者奨励 OM 賞受賞者を決定し

た。 

【2023年度 受賞者 2名】 

・徳岡（小林） 三紀（とくおか（こばやし） みき）（日本学術振興会 特別研究員 RPD） 

「動物初期胚において発生運命決定をおこなう遺伝子発現調節システム」 

・石井 悠（いしい ゆう）（日本学術振興会特別研究員 PD） 

「刺胞動物と共生藻の細胞内共生に関わる遺伝子の機能解析」 

 

・成茂動物科学振興賞（公益 1） 

動物学の全分野でユニークな研究を展開する会員を振興賞の候補者とする。 

学会賞等選考委員会の審査と理事会の議を経て、成茂動物科学振興賞の受賞者を決定した。 

【2023年度 受賞者 1名】 

大沼 耕平（おおぬま こうへい）（中部大学先端研究センター・博士研究員）  
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研究テーマ「ホヤ幼生の細胞系譜解析からひも解く脳の発生メカニズム」 

 

・国際会議発表支援川口賞（公益 1） 

海外国際会議に出席する若手研究者を対象に授与。 

学会賞等選考委員会と理事会の審査を経て、国際会議発表支援川口賞の受賞者を決定した。 

【2023年度 受賞者 2名】 

大蘆彩夏 

出席国際学会：The international Society for Regenerative Biology、開催地 Vienna, Austria 

鈴木偉久 

出席国際学会：Neuroscience 2023、開催地 Washington, DC, USA 

 

・動物学教育賞（公益 1） 

本学会の会員・非会員および国籍を問わず活発な啓蒙活動等により動物学の社会への普及に著しく

貢献した個人または団体を対象とする。 

学会賞等選考委員会の審査と理事会の議を経て、動物学教育賞の受賞者を決定した。 

【2023年度 受賞者 1名】 

深津 武馬（ふかつ たけま）（産業技術総合研究所・首席研究員） 

選考の対象となる活動の名称 

「昆虫類と微生物の共生関係および共進化の重要性の一般社会および小・中・高校生への普及活動」 

 

・茗原眞路子研究奨励助成（公益 1） 

本学会の会員・非会員を問わず、基礎生物学（動物学）の研究に従事し、良い基礎研究であるが研究

費に必ずしも恵まれない方への研究費の支援を行うことを目的とする。 

茗原眞路子研究奨励助成選考委員会による審査と理事会の議を経て、茗原眞路子研究奨励助成の受

給者を決定した。 

【2023年度 採択者 3名】 

・松田 直樹（まつだ なおき）京都大学大学院農学研究科・特定助教 

「アブラムシ共生細菌のオス宿主特異的な機能の解明」 

・坂爪 明日香（さかづめ あすか）お茶の水女子大学基幹研究院・基幹研究院研究員 

「ミドリイシサンゴ幼生の鉛直遊泳機構の解明」 

・岡田 令子（おかだ れいこ）静岡大学理学部生物科学科・准教授 

「ニホンアマガエルの凍結耐性に関わる内分泌学的調節機構」 

 

7. 動物学の普及活動、生物科学学会連合による生物学の連携、協調活動 

国際生物学賞、国際生物学オリンピックの推進を図り、支援を行った。また、生物科学学会連合活動

を生物系学会と連携して推進した。 

（公益 1） 
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8．役員及び委員会活動 

広報委員会 

1） 学会ホームページの情報更新・管理維持を行った。 

2） 会員へのダイレクトメール情報に基づき、公募・研究情報・研究集会情報を学会ホームページに

掲載し、月 1回のメールマガジン配信を会員向けに行った。 

3） 2022年度事業報告，決算書を学会ホームページに掲載した。 

4） 2023年度日本動物学会賞、奨励賞、成茂動物科学振興賞、動物学教育賞、女性研究者奨励 OM

賞、茗原眞路子研究奨励助成の受賞者決定情報（授賞理由・要旨を含む）を学会ホームページ

に掲載した。 

5） 茗原眞路子研究奨励助成の要旨および報告書を学会ホームページに掲載した。 

6） 川口賞の報告書を学会ホームページに掲載した。 

7） 2024年度日本動物学会賞、奨励賞、成茂動物科学振興賞、動物学教育賞、女性研究者奨励 OM

賞、川口賞、茗原眞路子研究奨励助成の募集情報を学会ホームページに掲載した。 

8） 支部既定の改正を学会ホームページに掲載した。 

9） 書評 12件を学会ホームページに掲載した。 

 

出版・図書委員会 

Springer Series “Diversity and Commonality in Animals”の Vol 4. Animal Behaviors（仮題）、Vol 5. 

Endocrine Systems in Animals（仮題）の出版企画を具体化し、以降の Volumesについて委員会で検

討を進め、学会員に企画を募集する計画にある。 

 

将来計画委員会 

2023年９月 6日（水）13:00-15:00 、山形大学理学部１号館１階 14番講義室（および Zoom）に

て、将来計画委員会が開催された。 

対面出席者は、田中、阿部、オンライン出席者は、守田、加藤であった。 

（欠席者：後藤、吉田、西野） 

 

１）次期委員会への申し送りについて 

1.   キャリアパス小委員会の体制について 

現状の体制（後藤会員（将来計画）、佐倉緑会員（男女共同参画））について議論した。 

その結果、少なくとも後藤会員が委員長の間は、将来計画が委員長、男女共同参画が副委員長の体

制で、キャリアパス小委員会と男女共同参画と共同で進める形を継続することとした。 

また、将来計画委員会から、1-2名のサポートをする委員として、キャリアパス小委員を追加するこ
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ととなった。 

 

2. 今後の活動内容について 

前回のアンケート後、学会にオンライン化を提案し、山形大会で育児中、もしくは、コロナ療養中の

参加者がオンラインでの発表を可能になるシステムが採用された。 

 

若手会員の繋がりをつくるサポートをする活動を行う案が提案され、大会準備委員と相談の上、検

討していくこととなった。 

 

3. キャリアパス小委員会委員の選定について 

キャリアパス小委員会委員は、後藤会員に伺った上で、選定することとした。 

また、任期がないので、委員会の内規で決めるという案が出たので、２年間任期で良いかメール審

議することとした。 

 

2023年 9月 8日（金）11:45~12:45 日本動物学会山形大会にて、男女共同参画委員会と合同で、

キャリアパス小委員会として、関連集会「ワーク・ライフ・バランスを考える～研究と◯◯の両輪の

回し方～」を開催した。 

 

2023年 9月 6日～2023年 11月 10日 

今後の活動について継続的に審議を行い、次回長崎大会において、守田委員と加藤委員が中心とな

って、若手会員のための交流イベントを開催することを決定した。 

 

2024年３月にメール審議が行われた。 

・全委員で、長崎大会での開催を企画している若手会員向けの交流の場を提供するイベントに関し

て、企画書の内容についての議論を行った。守田委員、加藤委員が中心となり、本企画を進行し、長

崎大会での実施が決定された。 

 

・キャリアパス小委員会の体制に関して議論し、後藤キャリアパス小委員会委員長の任期は、長崎

大会での男女共同参画企画の実施をもって終了することを確認した。 

 

国際交流委員会 

１．山形大会における国際シンポジウムの開催についての決定 

前年度末より、数ヶ月にわたり委員の先生方にもご尽力頂いたにもかかわらず、会員からの企

画提案は一件もなく、山形大会での国際シンポジウムは見送られるという結論に至った。 

 

２．国際交流委員会の開催 

山形大会において、９／６の１３時より国際交流委員会が開催予定であったが、委員の参加が
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ゼロということで、開催は中止となった。 

 

３．長崎大会での国際シンポジウム企画について 

 ̧ 長崎大会での国際シンポジウムの可能性につきまして、3/7 時点ではどなたからも提案などは

ないため、委員長の方で知り合いの海外研究者を日本に招聘し、国際シンポを企画することを

提案し、委員全員の賛同を得る（2024.3.7.メール稟議）。 

 ̧ ドイツのゲッティンゲン大学の教授で、多毛類の系統分類や生態の専門家の Maria Teresa 

Aguado Molina 博士に依頼し、快諾いただく。 

 ̧ 無脊椎動物の多様性や進化に関するシンポジウムを企画し、関連する内容の研究をされている

国内の研究者にも講演を依頼。 

 

【長崎大会での国際シンポジウム企画案】 

シンポジウムタイトル 

Evolution of animal body plans and life cycles: Novel adaptations towards new environments 

 

開催日時：2024年９月１２日（木）１８時より（シンポジウム S5） 

 

オーガナイザーの氏名と所属：小口晃平（東海大・生物），三浦徹（東大・院理・臨海） 

Kohei Oguchi (Tokai Unviersity), Toru Miura (The University of Tokyo)  

 

シンポジウム主旨： 

 Tremendous diversity of body patterns is seen among metazoans, in which such morphologies have 

been acquired through evolutionary expansions into new environments. During the processes, animals 

have modified their life cycles, in association with the alteration of developmental programs forming 

their phenotypes. For example, metamorphosis in insects is a typical case, in which drastic phenotypic 

changes are carried out during postembryonic development. Such developmental alterations are 

suggested to enable animals to expand into new environments, but the knowledge is largely biased only 

to specific animal lineages (e.g., insects). In most of the animal phyla, especially marine invertebrates, 

almost nothing is known about the detailed patterns of phenotypic changes and the underlying 

developmental mechanisms. In this symposium, therefore, each speaker introduces the cases of 

evolutionary consequences seen in various animal lineages. In these cases, we can see developmental 

modifications that have probably acquired through evolutionary processes in relation to the expansion 

into new environments.  

 

登壇者の氏名と講演順 

(敬称略) 

1. 乾直人（東大・院理・臨海） 

2. 田中幹子（東工大・生命理工） 



8 / 28 

3. 小口晃平（東海大・生物） 

4. Maria Teresa Aguado (Georg-August-Universität Göttingen, Germany)（海外招待講演者） 

 

男女共同参画委員会 

1. 第 94回山形大会にて、第 23回男女共同参画懇談会：「ワーク・ライフ・バランスを考える～研

究と〇〇の両輪の回し方～」を、キャリアパス小委員会と合同企画開催した。ランチョンセミ

ナーとグループディスカッションを、対面およびオンラインとのハイブリッドで行った。 

2. 第 21回男女共同参画学協会連絡会（以下、学協会連絡会）シンポジウム（2023年 10月 14日

（土）東京大学本郷キャンパス弥生講堂＆オンライン開催）に参加し、活動報告のポスター発

表を行うとともに、シンポジウム資料集に活動報告書を掲載した。 

3. 学協会連絡会第 22期定時総会・第 1回運営委員会（2023年 12月 4日（月））Web会議）に参

加した。 

4. 第 95回日本動物学会長崎大会において、第 24回男女共同参画懇談会「（仮）ワーク・ライ

フ・バランスを考える」を、キャリアパス小委員会と合同企画開催することになり、準備を進

めている。 

5. 男女共同参画学協会連絡会第 22期第 2回運営委員会（2024年 3月 25日（月）web会議）に参

加した。 

 

教育委員会 

 本年度活動計画の中心であった「各支部の支部大会を中心に高校生研究発表等の促進、生徒・児

童の学習支援、啓蒙活動を実施する」ことに関して、各支部の活動を以下のように行なった。 

 

＜日本動物学会第 94回大会 山形大会＞ 

¶ 一般向けシンポジウム「かわる動物のはなし～気づいていますか？身近な動物のいとなみに～」 

¶ 高校生によるポスター発表 

¶ 動物学ひろば 

日時：2023年 9月 7日（木）～9日（土） 

場所：山形大学 

中高生ポスター発表: 63演題 

動物学ひろば: 12件の展示  

 

＜北海道支部＞ 

¶ 2023年度 日本動物学会 北海道支部 第 68回大会 特別発表（高校生による口頭発表） 

日時：3月 16日（土） 

場所：北海道大学理学部（対面） 

内容：高校生による 4演題の口頭発表があった。 
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＜東北支部＞ 

¶ 2023年度東北支部大会 開催日：7月 29日（土）～7月 30日（日） 岩手大学教育学部（対

面） 

・高校生による科学研究発表 

 開催日：7月 29日（土） 岩手大学教育学部（対面） 

 演題数：ポスター 13題 参加校数：5校 参加者数：48名（うち、教諭 6名） 

・親子で楽しむ動物学 21  ～ホヤのお話と解剖学～ 

 開催日：7月 30日（日） 岩手大学教育学部（対面） 

 参加者数：15名 

¶ 「支部だより No.74」を 3月に配信。山形大学工学部（実行委員長：山形大学・阿部宏之会員）

で 7月 27日（土）～7月 28日（日）に 2024年度東北支部大会を開催し、一般演題の他、27日

に「高校生による科学研究発表」、7月 28日（日）に「親子で楽しむ動物学」を実施する旨を通

知した。発表の申込締切は 7月 8日（月）。 

¶ 「支部だより No.75」を 6月に配信。一般参加者、高校生の参加申し込みを開始。 

 

＜関東支部＞ 

¶ オンライン一般講演会「動物の色にまつわるいろいろ」 

日時：2023年 7月 22日（土）開催 

場所：オンライン 

ウェビナーへの登録者は 152名。実参加人数 93名。 

¶ 2023年度日本動物学会関東支部第７６回大会 高校生によるポスター発表 

日時：2024年 3月 16日(土) 

場所：東京大学（対面） 

内容：高校生による 25演題の研究発表があった。 

¶ 2023年度日本動物学会関東支部第７６回大会 公開シンポジウム 

日時：2024年 3月 16日(土) 

場所：東京大学（対面） 

内容：「現代進化学が解き明かす、動物のかたちの進化」 

 

＜中部支部＞ 

¶ 令和５年度 日本動物学会中部支部大会 

日時：2023年 12月 2日(土)～3日(日) 

会場：三重大学・生物資源学部（三重県津市栗真町屋町 1577） 

（https://www.bio.mie -u.ac.jp/about/locations/kamihama.html ） 

12月 2日 

公開シンポジウム「水圏動物と性」を開催した。 

会員と高校生を中心としたポスター発表と口頭発表をした。 
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12月 3日 

会員を中心とした口頭発表をした。 

高校生の発表数 19演題、大学生・大学院生の発表 38演題、一般の発表 7演題 

¶ 日本動物学会中部支部大会を福井大学で開催予定。高校生の発表を募集予定。中部支部シンポ

ジウムを開催して一般・高校生等に対して最先端の研究の成果を発信予定。 

日 時： 2024年 12月 7日(土)～8日(日) 

会 場： 福井大学工学部（https://www.eng.u -fukui.ac.jp/） 

       （〒910-8507 福井県福井市文京 3丁目 9番 1号） 

 

＜近畿支部＞ 

¶ 2023年度 日本動物学会近畿支部主催 高校生ポスター研究発表会 

日時：2023年 11月 18日（土）開催 

場所：大阪大学吹田キャンパス 

内容：高校生研究発表会および授賞式を実施 

（12演題） 

¶ 近畿支部春の講演会 

日時： 5月 11日（土）13:30～14:30 

場所 YIC 京都 282教室（2号館８階） 

演者：飯田敦夫先生（名古屋大学大学院農学研究科動物形態学研究室） 

演題:  哺乳類モデルでは代替できない魚類の形質を探究する 

 

＜中四国支部＞ 

¶ 2024年度中国四国地区生物系三学会合同大会岡山大会 (第 75回日本動物学会中国四国支部大

会)  高校生によるポスター発表 

日時：2024年 5月 11日(土) 

場所：岡山大学 (対面） 

内容：高校生による 39演題の研究発表 

 

＜九州支部＞ 

¶ 2023年度・動物・植物・生態 三学会合同鹿児島例会における一般向け講演会 

日時；7月 8日（土）16:00～ 

場所；鹿児島大学理学部２号館２階 220講義室 

演題；「九州周辺の沿岸域と黒潮域における鉛直混合過程研究と海洋環境」 

¶ 2023三学会合同福岡例会における一般向け講演会 

日時：2023年 12月 9日（土）13 : 00- 

場所：九州大学伊都キャンパス 理学部講義棟（ビッグリーフ）202室（対面開催） 

演題:「植物ミトコンドリアが引き起こすオス殺し現象」 

  「魚類炎症反応におけるアナフィラトキシン C5aの役割」 
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  「ツクツクボウシの鳴き声音声に対する同種オスの反応」 

¶ 2023 年度日本動物学会 日本植物学会 日本生態学会 三学会合同鹿児島例会 で高校生による

研究発表と一般向け特別講演 

日時：2023年 12月 9日(土) 午後 1時～午後 3時  

場所：鹿児島大学理学部 220号講義室  

プログラム： １．高校生による理科研究発表（午後 1時～午後 2時）  

２．特別講演（午後 2時 15分～午後 3時） 「生息環境に応じた樹幹形成の可塑性」  

¶ 四学会合同沖縄大会 2024 高校生によるポスター発表 

日時：2024年 5月 25日(土)～26日（日） 

場所：琉球大学千原キャンパス（対面） 

内容：高校生による６演題の研究発表 

 

IT 委員会 

1. 演題閲覧システム K-con naviについて、運営委託会社である杏林舎に委託し、演題閲覧検索シ

ステム K-con navi の一部改修を実施した。また第 94回山形大会の演題閲覧システムについて

山形大会実行委員会と連携しながら整備を行い、公開を行った。 

2. 第 94回山形大会の際に IT 委員会を対面で実施し、活動方針を打合せた。（9/ 6） 

3. 長崎大会実行委員会と、大会Webサイト及び演題・参加登録サイトの運営に関する打ち合わせ

をメールによって行い、第 95 回長崎大会用の webサイトについて、長崎大会実行委員会へ管

理運用の引継ぎを行った。 

4. 長崎大会用のWebサイトについて、長崎大会実行委委員会に構築および基本的な管理を委譲し

つつ、システム管理を行った。 

5. 長崎大会実行委員会と、連携しながら、演題登録システム及び参加登録システムの構築を行い、

試行テストを行った後に公開を開始した。公開後のサイトの管理は大会実行委員会に依頼した

上で、システムを監理し、業者による修正が必要な案件については直接対応した。 

6. 外部に学会寄附サイトを設置したのに伴い、寄附に関する学会 webサイトのリンクやページの

整理を行った。 

7. 学会 webサイト及び大会 webサイトのシステム管理について、運営委託会社のダイナックスと

相談しつつ行った。 

 

ZDW 委員会 

・ 2024年 3月に科研費が終了することから、以降の ZDW の運営（維持・更新）費用について

ダイナックス社と協議し、2024年度より年期契約に移行することを提案し、理事会で承認を

受けた 

・ 動物学雑誌・動物学彙報の動物名データベースが完成し、両誌の論文が検索対象に含まれた。

同様に、Zoological Lettersの掲載論文を検索対象に加えた。 

・ 動雑と彙報の Journal Archiveの完成を受け、使用方法の動画を更新した。 
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・ Virtual Issueの仕様を変更し、ZL, 動雑、彙報の論文も対象にできるようにした。また、

Virtual Issue １件を追加した。 

・ 彙報、動雑図版の欠落について PDF 化を行い、対応する論文を照合して編集を行なった。 

・ ZDW で誤った論文にリンクされている事例があり、正しい論文 PDF の準備を行なった。 

・ ZDW へのアクセス状況を記録に用いている GoogleAnalyticsの仕様が変更となり利用できな

くなっていたので GA4への更新を行った（学会事務局 佐藤氏による対応）。今後の記録は 6

月 26日以降となる。 

 

寄付委員会 

1） これまでの学会 HP寄付サイトを改修し、ファンドレイジングプラットフォーム（Syncable）

に寄付サイトを移行し、2023年 9月より運用を開始した。 

2） 2023年度の寄付件数は 141件で、総額 756,039円のご寄付を頂いた。年間 100件以上という

目標件数を達成することができた。なお、Syncableを通じた寄付は、運用開始から 17件であ

った（2023年 9月～2024年 6月 30日まで）。17件中 13件で、寄付者が Syncable側への運用

手数料を負担して下さっており、本来、動物学会が支払う経費負担が軽減された。 

3） 2023年 7月 1日～8月 9日（40日間）の期間において、中部支部によるクラウドファンディ

ングを実施し、18件（計 54,000円）のご寄付を頂いた。 

4） 中部支部によるクラウドファンディングの実施報告について寄付委員会で情報を共有した。ま

た、2024年度は 7月以降に寄付募集を実施することを報告した。 

 

会長 

・Zoological Science Awardの賞状にサインを行った。（7月中旬～下旬） 

・山形大会の記者会見の日程・内容について打ち合わせを行った（7月中旬～下旬） 

・第１回理事会をオンラインで開催した。（8月 17日） 

・第 2回理事会を山形大学にて開催した。（9月 6日） 

・記者会見を実施した。（9月 6日） 

・本部企画シンポジウムを開催した。（9月 8日） 

・社員総会を開催した。（9月 8日） 

・賞担当理事及び学会本部役員とともに、東レ科学振興会への推薦、井上科学財団の学会推薦審査

を行なった（9月中）。 

・内藤記念科学財団に外部審査委員候補者を推薦した。 

・茗原眞路子研究奨励助成、OM 賞、成茂動物科学振興基金に関連し、寄付者にお礼のメールを送

信した。 

・佐藤事務局長とメールにて、雇用条件等に関する面談をおこなった。 

・大会実行委員に謝金を支払うことについて、本部役員と事務局長で検討をおこなった。 

・本部役員会議を事務局で開催した。総会での定款変更に係る委任状の集め方について、協議をお
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こなった。（10月 10日）。 

・UniBio Pressの永井裕子氏と、Zoological Scienceおよび Zoological Lettersの委託業務内容と支

払い等について、議論を重ねた。また、本部役員とも協議を行った（10月中）。 

・日本生物科学学会連合からの、「日本化学連合よる内閣府への提言」に連名での参画依頼について、

理事会でメール審議を行ない、可とすることとした。（11月 10） 

・OM 賞寄付者に、本年度受賞者からの礼状を送付し、お礼を述べた（11月 7日）。 

・庶務、事務局長と選挙規定等に関する打ち合わせを zoomで行った。（12月 1日）。 

・本部役員、事務局による会合を開催した（12月 5日）。 

・2022年第 4回理事会を開催した（12月 5日）。 

・動物学会の代表として、生物科学学会連合 第 28回定例会議に出席した（12月 19日） 

・大会開催順番について、理事会に会長案（原案）を示し、メール審議を行なった。原案通り、2026

年 9月北海道支部、2027年 9月関東の順に開催することが認められた。 

・メール審議を開催することにより、2022年 12月開催の第 4回理事会の議事録の承認を得た。 

・京都大学ヒト行動進化研究センターからの令和 7 年度からの共同利用・共同研究拠点に申請に係

る要望書の提出について、理事会においてメール審議を行い、提出に関する承認を得た上で、要

望書を会長が作成し、再度理事会で承認を得た後、京都大学ヒト行動進化研究センターへ送付し

た。 

・事務局長および本部役員で議論し、令和 6 年能登半島地震で被害を受けた会員の会費を、学会へ

の申し出のみで免除することとした。 

・中辻創智社研究費助成選考委員への委員推薦（再任の承認）を本部役員でメールにて行なった。 

・「海洋生物学を推進する基金-米国 Friday Harbor Lab との連携」 に関しての寄付窓口（通称：モ

ース基金）の設定について、武田名誉会員と星名誉会員から Zoom にて説明・相談があった。本

部役員でまずは議論することを伝えた。 

・筑波大学・下田臨海実験センターから、令和 7 年度からの共同利用・共同研究拠点に申請に係る

要望書の提出についての依頼があり、要望書（案）を示し、可否について理事会でのメール審議を

行い、要望書（案）を提出することが承認された。筑波大学・下田臨海実験センターへ要望書を送

付した。 

・2 月 5 日に実施された内閣府立入検査に会長として立会い、日本動物学会の公益活動の概略につ

いて説明するとともに、質問等にも対応した。 

・関東支部大会での高校生発表と関係して、ヒトを対象とした研究の倫理審査について、理事会に

てメールよる議論を行なった。個々の研究機関や高校等で責任を持って審査された研究について、

発表を許可することを当面の方針とした。 

・賞担当理事及び学会本部役員とともに、山田科学振興財団への学会推薦の審査を行い、候補者を

決定し、助成推薦を行なった。 

・Zoological Lettersの投稿料補助について、本部役員で議論し、2023年内に投稿され受理結果待ち

の論文数から、BMC に預けている支援残額は返金してもらうことに決定した。 

・OM 賞選考委員について、副会長と相談し原案を作成し、本部役員及び賞担当理事と相談し、決

定した。 
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・日本分類学会連合標準和名問題検討ワーキンググループからの依頼について、方針を本部役員で

協議した。 

・茗原眞路子研究奨励助成金の選考委員候補者の原案を作成し、本部役員及び賞担当理事と相談し、

決定した。 

・日本動物学会 2024年度国際会議発表支援川口賞の募集について、会員より質問があり、その回答

について、本部役員と賞担当理事で確認した。 

・茗原眞路子研究奨励助成金の申請資格について、本部役員と賞担当理事で確認した。（問い合わせ

あり） 

・武田・星名誉会員からの「海洋生物学を推進する基金-米国 Friday Harbor Lab との連携」 に関し

ての寄付窓口（通称：モース基金）の設定についての相談について、本部役員で方針を Zoom に

て議論した。 

・生物科学学会連合からの「動物実験に関する要望（NPO 法人動物実験関係者連絡協議会の理事長

より）についての検討依頼」について、理事会でのメール審議を行い、結果を生物科学学会連合に

返答した。 

・生物科学学会連合からの「科研費増額に関する要望書と署名サイト開設」について、会長案を示

して、理事会でのメール審議を行い、会長案が承認された。その際、意見があったのでそれととも

に生物科学学会連合に返答した。 

・監事報酬に関わる定款、規程改訂に関するアンケートを庶務幹事とともに作成し、アンケートを

実施した。 

・Zoological Scienceの将来のオープンアクセス化について、UniBio Press 永井氏、Zoological Science

編集長 兵藤会員、庶務担当理事 神田氏と意見交換をオンラインで開催した。 

・中国四国生物系三学会での中学生の発表について、中国四国支部より中学生の入会についての打

診があった。それについて、本部役員、事務局長で zoom 会議、メール会議で数週間に渡り議論

し、対応した。最終的には、「原則」高校生以下の生徒・児童の入会は認めない方針とした。 

・「海洋生物学を推進する基金-米国 Friday Harbor Lab との連携」 に関しての寄付窓口（通称：モ

ース基金）の設置について、内閣府松永氏と Teamsにて意見交換を行なった。会長、事務局長の

他に武田・星名誉会員も出席した。その後に内閣府からの返答内容についても、メールにて協議

した。 

・武田会員の研究室移動で旧東大武田研で発見された動物学会関係の古い資料について、学会員に

引き取り希望者を募った。 

・会長の希望で、4 月 12 日（金）、本部役員および事務局長で、学会本部にて、対面会議を開催し

た。 

・長崎大会で開催する本部企画シンポジウムの内容、タイトルと講演者を、２週間程度かけてメー

ルで意見交換し、決定した。 

・「動物の愛護及び管理に関する法律」の見直しに関して、町田武生会員からの検討依頼について、

本部役員で検討した。 

・本部役員と協議した結果、通称：モース基金について、以下を理事会に提案することとした。 

項目名称：「日米海洋生物学研究者交流促進」として、寄付サイトに項目を追加。 
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運用としては、上限 20万円の旅費支援（渡航または招聘）。 

・動物学会が設けている賞の応募様式（推薦書）について、本部役員と賞担当理事で、OM 賞の様

式について検討した。さらに、その過程で見出した他賞の応募（推薦）様式の問題点についても改

訂する方向で、メールで議論し、理事会に案を提出することとした。 

・内藤記念財団よりの「内藤コンファレンス 2027年度～2029年度までの新規テーマに関するご意

見伺い」について、本部役員で意見がなかったので、私案を回答した。 

・武田会員の研究室移動に伴って、旧東大武田研で発見された動物学会関係の古い資料について、

学会員に引き取り希望者を募った。引取り者を決定する協議を本部役員で開始した。 

・事務局長の賞与について、会計担当理事の案を本部役員でメール会議を開催した。 

・第 6回理事会の資料の準備を行なった。 

・2023年第 6回理事会を 6月 13日に開催した。 

 

副会長 

1. 本部役員間のメール会議、ならびに事務局のオンライン打ち合わせおよび事務局での対面打ち合

わせに参加し、解決すべき所掌事項に対して意見を出し課題解決に寄与した。 

2. 財団からの選考委員候補者の推薦依頼に対し意見を出し、候補者を検討した。 

3. その他、会長、会計、庶務、ならびに各委員会の職務を補佐した。 

4. 本部役員間のミーティングならびに事務局のオンライン打ち合わせおよび事務局での対面打ち

合わせに参加し、解決すべき所掌事項に対して意見を出し課題解決に寄与した。 

5. 財団からの選考委員候補者の推薦依頼に対し意見を出し、候補者を検討した。 

6. その他、会長、会計、庶務、ならびに各委員会の職務を補佐した。 

 

庶務 

会長、副会長、会計及び事務局長と連携を図りながら理事会の準備を含む動物学会の運営の補佐を

行った。2023年の山形大会について、学会の運営のサポートや、総会・受賞者講演の運営など、

本部としての職務を行った。2024年の長崎大会の開催について、適宜進捗状況を把握している。

また、随時生じる判断事項について、会長、副会長、会計、事務局長と相談の上、決断するサポー

トを行った。 

 

2023年度第 1回～第 4回理事会を行うにあたり、議事次第のとりまとめおよび議事録の作成を行

った。 

 

会計 

(1) 会計担当として、毎月の収支計算書を確認するとともに、職員の給与額や賞与額の決定、各種

委員会等で必要な経費の支出について、承認を行なった。 
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(2) 2024年 6月開催の第５回理事会において、2024年度予算案を提案し、承認を得た。同様に、学

会誌の未収金対応に関する提案について説明を行い、承認を得た。 

(3) 本部役員として、助成金の学会推薦審査、長崎大会の本部企画提案、支部や委員会からの相談

対応等、様々な学会運営に関わる重要案件に対して、会長、副会長、庶務担当理事と共に対応し

た。 

 

大会引継ぎ担当 

１）第 93回早稲田大会 (2022年)の資料を第 94回山形大会 (2023年)に引き継いだ。 

２）山形大会のハイブリッド化について議論した。 

 

9．支部活動 

北海道支部 

以下のように、第 68回北海道支部大会（総会含む）、3回の支部役員会（メール会議）、5回の支

部講演会を開催した。 

 

１．第 68回北海道支部大会 

2024年3月16日（土）に、北海道大学理学部（札幌市）において対面式にて開催した。参加登録者

は52名、このうち一般・PD・大学院学生・学部学生の参加者が33名、高等学校（計3校）からの参

加者が引率教員を含み19名。PD・大学院学生・学部学生の発表者のうち2名に優秀発表賞、1名に

最優秀発表賞を授与した。高等学校からの発表グループ全員に、特別優秀発表賞を授与した。な

お、主なプログラムは以下の通り。 

① 学部学生・大学院生・PD による口頭発表 15題 

② 高校生による特別発表（口頭発表） 4題 

特別発表した高校生の所属校（全 3校）は、北海道旭川西高等学校、北海道釧路湖陵高等学校

および北海道札幌清田高校。 

③ 特別講演会 1題 

竹内勇一（北海道大学・大学院理学研究院）「命のやりとりから生まれた動物の利き」 

④ 総会 

 

２．支部役員会 

第 1回北海道支部役員会（メール会議）2023年 10月 6日（金） 

2026年度動物学会本大会（北海道大会）の開催について、北海道支部幹事が札幌在住の一部の先

生方と共にまとめた以下の内容について、支部役員会議で意見交換を行い、賛同を得た。 

・大会委員長 勝義直会員（北海道大学理学研究院教授） 

・大会実行委員会 主に札樽地区メンバー 
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・会場 札幌市内（詳細未定） 

・開催時期 2026年 9月予定 

 

第 2回北海道支部役員会（メール会議）2023年 11月 20日（月） 

議題・報告内容：第 68回日本動物学会北海道支部大会の準備状況の報告、および、支部講演会

実施報告と今後の講演会提案の依頼を行った。 

 

第 3回北海道支部役員会（メール会議）2024年 2月 21日（水） 

報告内容：第 68回日本動物学会北海道支部大会の準備状況の報告、支部講演会実施報告、支部

規定の改定 

 

３．支部講演会の開催について 

第 595回支部講演会 

 日時：2023年 8月 9日（水）17:00～ 

 場所：北海道大学 理学部 5号館 8階 5-813室 

 演題：サルの発声からヒトの会話へ至る道筋を探る霊長類学 

 演者：香田啓貴 先生（東京大学院総合文化研究科） 

 

第 596回支部講演会 

 日時：2023年 8月 14日（水）17:30～ 

 場所：北海道大学 理学部 5号館 8階 5-813室 

 演題：Locomotion improves the population frequency representation in the mouse auditory  

midbrain  

 演者：Dr. Miguel Sánchez（Sensory and Motor Systems, Korea Brain Research Institute） 

 

第 597回支部講演会 

 日時：2023年 11月 2日（木）13:00～ 

 場所：北海道大学 理学部 5号館 8階 5-813室 

 演題：昆虫が花を認識し利用する戦略と機構の解明を目指して 

 演者：石川由希 先生（名古屋大学） 

 

第 598回支部講演会 

 日時：2023年 11月 2日（木）14:00～ 

 場所：北海道大学 理学部 5号館 8階 5-813室 

 演題：脊椎動物の内耳感覚受容・姿勢制御機構をゼブラフィッシュ仔魚の生体イメージングから 

探る 

 演者：谷本昌志 先生（基礎生物学研究所） 
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第 599回支部講演会 

 日時：2024年 2月 6日（火）13:00～ 

 場所：北海道大学 理学部 5号館 8階 5-813室 

 演題：胚発生を制御する多階層ダイナミクス 

 演者：近藤 武史（理化学研究所 生命機能科学研究センター） 

 

東北支部 

1) フォトコンテスト 

締切日：2023年 6月 30日（金） （7月に審査、表彰） 

応募数：20作品 

受賞：最優秀賞 1作品、優秀賞 6作品 

 

2) 東北支部役員会 

開催日：2023年 7月 29日（土）  岩手大学教育学部（対面） 

＜議題＞ 

 ・理事会報告 

 ・フォトコンテスト審査結果報告 

 ・令和 4年度決算報告 

 ・令和 5年度予算計画 

 ・次期支部大会開催地について 

 ・支部役員（岩手地区・秋田地区支部委員）の委嘱について 

 ・今後のフォトコンテスト開催について 

 ・2023年度本大会 (山形大会)の開催について 

 

3) 2023年度東北支部大会 

開催日：2023年 7月 29日（土）～7月 30日（日） 

開催場所：岩手大学教育学部 

演題数：口頭 19題 

参加者数：60名（うち、動物学会会員 23名） 

 

4) 高校生による科学研究発表 

開催日：2023年 7月 29日（土） 

開催場所：岩手大学教育学部 

演題数：ポスター 13題 

参加校数：5校  

参加者数：48名（うち、教諭 6名） 
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5) 令和 5年度東北支部総会 

開催日：2023年 7月 30日（日） 

開催場所：岩手大学教育学部 

＜議題＞ 

 ・理事会報告 

 ・会計報告 

 ・フォトコンテスト審査結果 

 ・次期支部大会開催地について 

 

6) 親子で楽しむ動物学 21 ～ホヤのお話と解剖学～ 

開催日：2023年 7月 30日（日） 

開催場所：岩手大学教育学部 

参加者数：15名 

 

7) ミニシンポジウム『東北地方の動物学の現状と将来』 

開催日：2024年 2月 17日（土）～2月 18日（日） 

開催場所：東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター 

参加者数：16名 

 

8) 「支部だより No.74」 

配信日：2024年 3月 26日（火） 

 

9) 「支部だより No.75」 

配信日：2024年 5月 29日（水） 

 

関東支部 

１）支部主催公開講演会の実施 

  日時：2023年 7月 22日(土)13：30－16：00  

  会場：オンラインウェビナー 

  内容：テーマ「動物の色にまつわるいろいろ」 

    別所－上原学先生（名古屋大） 

    水澤寛太先生（北里大） 

    木下充代先生（総研大   

 

    参加登録者数：152名 

 

２）支部大会・支部総会の実施 
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日時: 2024年 3月 16日(土)  （大会長：林悠、久保健雄共同委員長・東京大学） 

大会プログラム 

9:00- 受付開始 

9:30- 公開シンポジウム 

11:30- 総会 

12:30- お昼休憩 

13:00- ポスターセッション 

17：30- ポスター優秀発表賞 表彰式 

 

公開シンポジウム  

S-1. 二橋亮 （産総研・生物プロセス） 

地味なヤゴが色鮮やかなトンボになるメカニズム 

S-2. 守野孔明（筑波大・生命環境） 

らせん卵割動物の初期発生から探る発生パターンの進化と新規転写因子の役割 

S-3. 田中幹子（東工大・生命理工） 

酸素による体の形作り 

S-4. 平沢達矢（東大・院理・地惑） 

脊椎動物の形態進化に残されている謎参加者数：209名 

 

一般発表 86演題、中高校生ポスター発表 26 

演題登録者数：245名 

 

参加者 

ウェブ受付 

教員・研究者など： 70 名 

大学生・大学院生： 146 名 

高校生： 52 名 

中学生： 20 名 

高校教員： 19 名 

一般： 30 名 

合計： 337 名 

 

当日受付 

教員・研究者など： 2 名 

大学生・大学院生： 5 名 

高校生： 0 名 

中学生： 0 名 

高校教員： 0 名 
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一般： 3 名 

合計： 10 名 

 

ウェブ受付＋当日受付 

教員・研究者など： 72 名 

大学生・大学院生： 151 名 

高校生： 52 名 

中学生： 20 名 

高校教員： 19 名 

一般： 33 名 

合計： 347 名 

 

３）支部委員会の開催 

第 1回 2023年 7月 12日 17:00-18:10（オンライン） 

第 2回 2023年 11月 16日 11:00-13:00（オンライン） 

第 3回 2024年 3月 5日 11:00-12:40（オンライン） 

 

中部支部 

１）令和 5年度 日本動物学会中部支部大会を三重大学で 12月 2日－3日に開催した。学生（高専

専攻科生・大学生・大学院生）の口頭発表が 18題、ポスター発表が 19題、一般の口頭発表が 3題、

ポスター発表が 4題でした。参加者は現地会場が 145名、オンラインが 27名参加した。 

 

日時：2023年 12月 2日(土)～3日(日) 

会場：三重大学・生物資源学部（三重県津市栗真町屋町 1577） 

（https://www.bio.mie -u.ac.jp/about/locations/kamihama.html ） 

12月 2日 

公開シンポジウム「水圏動物と性」を開催した。 

会員と高校生・高専生などを中心としたポスター発表と口頭発表を行った。 

夕刻に支部会議を開催した。 

12月 3日 

会員を中心とした口頭発表を行った。 

大会参加費：高校生・高専生・大学生・大学院生は無料、一般は 1000円 

 

２）第 96回日本動物学会名古屋大会（2025年 9月）の準備状況 

会期 2025年９月３日（水：理事会・委員会）～６日（土） 

会場 ポートメッセなごや 

第二展示場をメイン会場に、交流センター会議室（合計８室）を講演会場として実施予定 
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会場へは JR名古屋駅より、あおなみ線で約２５分。中部国際空港（セントレア）からは名鉄特急で

名古屋駅まで約３０分＋あおなみ線で約２５分。 

https://portmesse.com  

会場予約について 

４月に２０２５年９月３日（水）～６日（土）の日程で仮申込書を提出 

当初、講演会場の一部として使用を予定していた施設が他の予約で使えないため、 

・ 総会を山形大会と同様、２部屋に収容して Zoomによる中継で実施予定 

・ 一般講演は大会２日目午後～３日目にすべてポスターで実施。 

・ 一般講演と同じ会場（第二展示場）内に動物学ひろばや企業展示や高校生ポスターの場所

も展開予定 

・ 講演はすべてシンポジウム枠で行うこととし、最大１６枠で募集を計画中 

３）クラウドファンディング（プレパラートプロジェクト） 

夏休みの課題研究を支援する目的で、中部支部の寄付委員を中心にプレパラートプロジェクトを準

備中。現在、中部支部の会員にプレパラートの寄付を呼び掛けている。 

 

近畿支部 

1. 高校生研究発表会の開催 

日時：2023年 11月 18日（土）13:30～16:30 

・場所：大阪大学吹田キャンパス 生命システム棟 2階ロビー 

・発表形式：ポスター発表 

・表彰：参加者全員の投票により最優秀賞１件、優秀賞２件を選考、表彰した。 

・発表ポスター数：１２件（６校） 

・参加者数：５０名 

 

2. 公開講演会の開催 

2023年春の公開講演会 

日時：2024年 5月 11日（土）13:30～14:30 

  場所：YIC 京都 282教室（２号館８階） 

  講師：飯田 敦夫 先生（名古屋大学大学院生命農学研究科） 

『哺乳類モデルでは代替できない魚類の形質を探求する』 

  参加人数：20人 

 

3. 支部委員会の開催 

・第一回支部委員会：2023年 11月 18日（土） 11:00～12:30（大阪大学吹田キャンパス） 

・第二回支部委員会：2024年 5月 11日（土） 11:00～12:15（キャンパスプラザ京都） 
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中国四国支部 

A. 支部の活動 

 

(1) 第 75回支部大会（岡山大会）を開催した（中国四国植物学会、日本生態学会中国四国地区会と

共同で中国四国地区生物系三学会合同大会として開催した）。 

日時：2024年 5月 11日（土）、12日（日） 

会場：岡山大学津島キャンパス 

参加者数：66名（動物学会員）、226名（全体） 

実施内容： 

(a)支部役員会 

(b)一般発表：ポスター15演題、口頭 16演題 

(c)高校生発表（動物学分野）：12演題（高校生参加者数 165名） 

(d)公開シンポジウム「いきものってダイバーシティ」：3演題（公開シンポジウム参加者数 184

名） 

(e)総会 

なお若手研究者優秀発表賞として 12演題から以下の 2名を選び、総会で表彰した。 

・河合美弘 会員（島根大・院・自然） 

「白髪改善薬を評価する簡便なマウスモデル系の開発」 

・三木悠暉 会員（岡山大・広島大・院・統合生命科学） 

「Charcot-Marie-Tooth 病関連変異 Dynamin はショウジョウバエにおいて末梢神経障害の表

現型を誘導する」 

また2025年 5月に開催する予定の支部大会の準備状況について愛媛県企画委員(前愛媛県委員)

の高田裕美会員から説明を受けた。 

 

(2) 中国四国地区生物系三学会合同大会の今後の運営方針について中国四国植物学会、日本生態学

会中国四国地区会と話し合いを行った。 

 

B. 各県の活動 

 

(1) 山口県 

名称：山口大学理学部サイエンスワールド２０２３（日本動物学会中国四国支部後援） 

日時：2023年 10月 29日（日） 

場所：山口大学理学部１号館・総合研究棟・山口大学第２学生食堂「きらら」・玉口大学生協 FAVO  

内容：学生による科学体験企画を中心とした地域住民への科学への魅力発信（出展企画：31件） 

参加者：833名 

 

(2) 高知県 
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名称：土佐生物学会 

日時：2023年 12月 9日 9：25～15：35 

場所：高知大学理工学部 

内容：研究発表（口頭発表 8題，ポスター13題，特別講演 1題） 

 

(3)愛媛県 

名称：愛媛県例会 

日時：2023年 12月 24日 13:00～15:00 

場所：愛媛大学理学部 

内容：研究発表（口頭発表４題） 

参加者：約 25名 

 

(4) 広島県 

名称：令和 5年度広島県例会 

日時：2024年 3月 7日 13:00 ～ 16:00 

場所：広島大学理学部大会議室 

内容：対面式のポスター発表 24演題（11題：大学院生、8題：学部生） 

参加者：約 40名 

 

(5)岡山県 

名称：令和 5年度岡山県例会 

日時：2024年 4月 13日（木）13時から 

場所：岡山大学理学部附属牛窓臨海実験所 

講演：Photomimetism engineering can solve the control of life cycle in captivity of an intertidal marine 

photosymbiotic worm.（Dr. Xavier Bailly, CNRS/Sorbonne University, Roscoff Biological Station） 

参加者：14名 

 

九州支部 

1）三学会合同鹿児島例会 

日時：2023年 7月 8日（土）16:00 

場所：鹿児島大学理学部２号館２階 220講義室 

演者：堤 英輔（鹿児島大学水産学部・助教） 

演題：九州周辺の沿岸域と黒潮域における鉛直混合過程研究と海洋環境 

 

2）第 10回九州地区動物学談話会 

日時：2023年 8月 29日（火）-30日（水） 

場所：九州地区国立大学 九州共同研修所 
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参加者２７名 

 

3）三学会合同佐賀例会 

日時：2023 年 11月 11日（土）13:00-17:00 

場所：佐賀大学農学部１号館１階第３講義室（対面開催） 

演者（敬称略）と演題： 

1. 井上健（佐賀大学農学部／佐賀県食肉衛生検査所） 

きせいちゅう結び -新しい食中毒、トキソプラズマ、蟻の行方- 

2. 山本士温（鹿児島大学大学院連合農学研究科） 

根粒菌接種が薬用植物カンゾウのバイオマス生産およびグリチルリチン酸生産に及ぼす効果 

3. 古川晶啓（佐賀大学農学部） 

国内で確認された幼生生殖タマバエとその多様性 

 

4）三学会合同熊本例会 

日時：2023年 11月 11日（土） 13:00-16:00 

場所：熊本大学 黒髪南キャンパス 黒髪南 C5 イノベーションプラザ 

演者と演題 （敬称略）： 

1. 「ササゴイの Bait-fishing における 2つの戦術」 

    岡本浩太郎 （熊本大・自然科学教育部） 

2. 「植物の受精卵極性化の画像解析」 

  檜垣匠 （熊本大・大学院先端科学研究部） 

3. 「可変型遺伝子トラップクローンデータベース：EGTC」 

  荒木正健（熊本大・生命資源センター・ゲノム機能分野） 

参加者３０名 

 

5）三学会合同宮崎例会 

日時： 2023年 11月 18日（土曜） 13時 30分 - 15時 15分 

場所： 宮崎大学農学部北棟 2 階 第二会議室 (対面開催) 

演題：乾燥耐性マメ科作物ササゲのアブシジン酸長距離シグナル 

演者：湯淺 高志 (宮崎大学農学部植物生産環境科学科 作物学研究室・教授)  

 

6）三学会合同福岡例会 

日時：2023年 12月 9日（土）13 : 00- 

場所：九州大学伊都キャンパス 理学部講義棟（ビッグリーフ）202室（対面開催） 

演題と演者 :  

1.「植物ミトコンドリアが引き起こすオス殺し現象」 

      風間 智彦 氏（九州大学大学院農学研究院） 

2.「魚類炎症反応におけるアナフィラトキシン C5aの役割」 

      齋藤 武尊 氏（九州産業大学生命科学部生命科学科） 
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3.「ツクツクボウシの鳴き声音声に対する同種オスの反応」 

      児玉 建 氏（九州大学大学院システム生命科学府） 

参加者２９名 

 

7）三学会合同鹿児島例会 

日時：2023年 12月 9日(土) 午後 1時～午後 3時 

場所：鹿児島大学理学部 220号講義室 

演題と演者 :  

１．高校生による理科研究発表（午後 1時～午後 2時） 

○国分高校・サイエンス部２年生物班① 

「みんなの知らないコケの世界 ～カビゴケの生態を解き明かせ！～」 

○錦江湾高校・生物研究部クモ班 

「建物に巣をつくるジョロウグモに種内競争はあるのか？」 

○曽於高校・科学部 

「雑草（シロツメクサ Trifolium repens）からの銅アンモニアレーヨンの開発 

～今こそレーヨン！120年前の技術で SDGs～」 

２．特別講演（午後 2時 15分～午後 3時） 

鹿児島大学農学部農林環境科学科・助教・安田悠子 

「生息環境に応じた樹幹形成の可塑性」 

 

8）三学会合同長崎例会 

日時：2023年 12月 9日（土）13時 00分～14時 45分 

会場：長崎大学水産学部 本館２階 大会議室（対面開催） 

演題と演者： 

１．長崎市周辺 4海岸における 23年間の海藻フロラの変遷 

〇津村 聡志, 飯間 雅文（長崎大水産・環境科学総合研究科） 

２．スジアオノリにおける培養システムの改良と鉄源の検討 

〇北 大世, 桑野 和可（長崎大・院・水産） 

３．アカモク母藻の室内育成の試み 

〇大島 奈津子, 桑野 和可（長崎大・院・水産） 

４．環境 DNA 技術で明らかにした九州西部のニホンウナギ（Anguilla japonica）とオオウナギ(A. 

marmorata)の地理的分布 

〇小野 友梨夏, 土田 真平, 平坂 勝也（長崎大院・水産）, 明正 大純（静岡県立大・食品栄養科学）, 

藤本 真悟（琉球大・熱帯生物圏研究センター）, 八木 光晴（長崎大院・水産） 

５．浮体式洋上風力発電施設はマアジ（Trachurus japonicus）を引き寄せるのか？環境 DNA からの

アプローチ」 

〇土田真平（長崎大・水産）, 小野友梨夏（長崎大院・水産）, 平坂勝也（長崎大・水産）, 明生 大

純（静岡県立大・食品栄養科学）, 藤本真悟（琉球大・熱帯生物圏研究センター）, 八木光晴（長崎

大・水産） 
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参加者１５名 

 

9) 三学会合同沖縄例会 

（四学会合同沖縄大会 2024と共催） 

日時：２０２４年５月２５日（土）16：20～17：50 

場所：琉球大学千原キャンパス共通教育棟２号館 共 2-205教室 

演題と演者（敬称略）： 

公開シンポジウム 「沖縄島の固有鳥類の現在と未来にむけて」 

１. 開会挨拶 伊澤雅子（大会会長） 司会：小林 峻 

２. 趣旨説明 小高信彦 

３. 講演 

Ｓ01：「ホントウアカヒゲの不思議：渡り鳥から琉球列島の中で種分化」 

関 伸一（森林総合研究所関西支所 主任研究員） 

Ｓ02：「ノグチゲラの不思議：オスの地つつきは、夫婦円満の秘訣」 

小高信彦（森林総合研究所九州支所 主任研究員） 

４. 総合討論 ― 不思議な固有鳥類が暮らす森を未来に遺すには？ ― 

キーワード：生物多様性、沖縄島、中琉球、固有種、自然植生、侵略的外来種、人のくらし 

ファシリテーター：小高信彦 

パネリスト：椎野風香（環境省やんばる自然保護官事務所 自然保護官） 

東盛舞子（沖縄県環境部自然保護課 生物多様性推進監） 

戸田 守（琉球大学 熱帯生物圏研究センター 准教授） 

関 伸一（森林総合研究所 関西支所 主任研究員） 

小林 峻（琉球大学 理学部 助教） 

伊澤雅子（琉球大学名誉教授／北九州市立自然史・歴史博物館 館長） 

５. 閉会 

参加者１３０名 

 

10）第 76 回日本動物学会九州支部大会 

（第 76回日本動物学会九州支部大会を、九州沖縄植物学会、日本生態学会九州地区会および沖縄生

物学会と共催し、四学会合同沖縄大会 2024として開催） 

 

日時：２０２４年５月２５日（土）～ ２６日（日） 

会場：琉球大学千原キャンパス 

内容： 

一般講演：ポスター発表（一般発表：36演題、高校生発表：6演題） 

     口頭発表（一般発表：52演題） 

特別講演：1演題 

公開シンポジウム：1件 

参加者２９７名（一般１５２名、学生９１名、高校生４５名、小中生９名） 
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11）日本動物学会九州支部委員会 

日時：２０２４年 5月１７日(金) 13：00～14：00 

場所：オンライン開催（ZOOM ） 

 

12）日本動物学会九州支部総会 

日時：２０２４年５月２５日(土) 15：40～16：10 

場所：琉球大学千原キャンパス A会場 

 

以上 

2024.8.7作成 


